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自分の言うことを他人ども 
が信じて くれ へんようにな 
つたのは 

自分が他人どもをまるつき 
り信じんようになつてから 

や…… 


それは突然いや少しずつ 
病名のない眼病にかかつて 
いたせいやろ . 


最近になつて十人の職人を 使ぅよぅ 
になつた谷町の ある ネ—ムプ レ—卜 
製造所に自分は七年間勤めあげた…. 
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薬品を使用するため穴倉のよぅな 
仕事場で自分は常に劇薬をあつかわ 
されとつた . 
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五年前に社長から約束された 
I 首を信じて…… 



視力さえも衰えて 
くるんや . 


この仕事は最初怖かったが憤れ 

そぅでもない . だが 

慣れた頃から NX ^ 


臭素の刺激で 
頭脳の組識が 
変化し 


金属を麻 M させる塩化鉄 
で衣類や皮*がだんだん 
役にたたなくなるだけで 
な< 
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意外な、言葉を 吐いた 


漏！. 


おまえ 
みたいな 
奴に 

わいの娘が 
やれるか//: 


自分の ちよつとした 不注意 
から劇薬は社長の左側の顔 
面の皮を めくりとつてしま 
つたんや 


そして 

裏側に隠れて 
いたその醜い 
左顔面は社長 
の顔の全体を 
瞬間支配した 
かに見えて 
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劇薬で焼けただれた醜い顔 
それは虚偽と欺 M の肉のかたまり 
裏側の顔や…… 
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それがなぜは つき： 
11重写しになつて 
見えだしたのか？ 
お嬢さんの顔 
まで ./• 


1 


この病名のない眼病を誰も 
信じて はくれ なかつ たこと や- 
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信じて 
下さ」 


やはり眼の錯覚 

やなかつた…… 

こいつが劇薬に 

犯された 

眼病の症候 

やつたんや 


穴倉の中で七年間” 

. こんな怖しい 

病気だとは 
思わなか，： 


0 




_分は 
気狂い 
なんかや 
ぉまへん//: 
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そ、それで 
片方の眼に 
眼帯をしてれば 
醜い方の 
顔は見なく 
すむんだね 
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ぉ、俺 

怖くなったぜ 
こいつを 
はずすのが 
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そ/つ^ 
やむをえず 
こ、つしている 
んや 


r 義 


こうしなければ 
自分は他人の中で 
生きていけない 


はずすノ 
な坊や 
はずすん 
やない… 
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もら話も 

んれ がつ 

やそ考と 
でうえま 
なし 
‘な 


7^ 
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眼帯の裏は義眼で 
その中に盗んだ 
宝石を隠して 
いることぐらい 
こちとら察しが 
ついとんのや / 


いいかげんに 

眼帯を 

とつたら 
どやねん/ 


まるで 
子供だまし 
やない力… • 





言い忘れとった 
~わいは西成 
警察署 

/のモンや ^ 


そんな 
妄想じみた 
詭弁を 
われわれ力 


そぅですかって 
あとへひける 
と，©とんの 
かい 
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ゥソや 
あらへん 
信じて 
くれ/ 
















































































































































































































